





























































1893 年 6 月にウースター工科大学を卒業し
た桑田はシカゴで開催中だったコロンブス記念
博覧会を 1 週間見物したあと，9 年ぶりに帰国
の途に就いた。留学 9 年間のうちに日本語を忘
れてしまった桑田は，留学の後年は自宅への通




ワーへ－』ミネルヴァ書房，2000 年，第 4 章，第 5 章
が詳しい。
4 前掲『桑田権平自伝』35 頁。






































































































































19 年 6 月に合資会社に改組し，両名の折半出
資で資本金を 15 万円とした 12。
3．日本スピンドル製造所の経営展開
（1）日本スピンドル製造所の事業展開
1920 年 4 月に社名を合資会社日本スピンド
ル製造所と改称し，資本金を 30 万円に増資し
た。また同月には生産体制強化のために兵庫県
川辺郡小田村に用地を確保し，9 月には第 1 工
場が完成し，神崎工場と呼ばれた 13。神崎工場
の監督者の一員として 21 年 1 月に堀場秦が入
所し，工場の設備設計および製品試験の専任者
として 22 年 2 月に睦月弁蔵が入所した。






12 日本スピンドル製造株式会社編『創立 50 周年』1968
年，11 頁。
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年月 社員 職工 電熱炉 焼入炉 旋盤 研磨盤 敷地 建物
1922 年末 73
1927 年 21 210 2 7 112 57 4 ,880 960
1929 年 23 263 2 8 132 60 5 ,756 1 ,320
1931 年 10 月      233（7）
1933 年 29 420 21 140 107 5 ,756 1 ,514
1936 年 10 月    843（90）
［出所］ 　1922 年・31 年・36 年：協調会編『全国工場鉱山名簿』1924 年，32 年，37 年（日本図書センタ－復刻版，2006 年）
 　1927 年・29 年・33 年：工業之日本社編『日本工業要鑑』第 18 版，第 20 版，第 24 版，1927 年，29 年，33 年。
（注） （1）1922 年末は神崎工場。
 （2）職工の（　）内は女工，内数。






60 人，神崎工場 57 人，12 月の生産量は両工場
合計でスピンドル 9000 錘，リング 6000 個で
あった 18。26 年 3 月に第 3 工場（研磨工場）を
建設し，8 月には 2 工場体制の不便を解消する
ため浦江工場を閉鎖し，従業員・設備を神崎工
場に統合した。表 1 にあるように 27 年の神崎
工場の職工数は 210 名を数えた。29 年 6 月に
第 4 工場を建設してフリューテッドローラ（後





























於ては前期中（29 年 7 月～30 年 6 月－引用者
注）金解禁断行後輸入品に対抗すべく極力値下




ピンドル（1 本）は 1 .05 円から 0 .85 円，イン
ナー・チユーブ（1 個）は 0 .17 円から 0 .15 円，
リング（1 個）は 0 .41 円から 0 .40 円に低下し
ていた 21。前掲表 1 に示されているように職工
工程が自社で行われるようになった（金井重要工業株
式会社編『百寿』1994 年，1 － 65 頁）。
20 平澤富蔵編『国産台帳』下巻，国産振興会，1928 年，
536 － 537 頁。
21 「主要工業概況調査」（商工省工務局編『工業調査彙








（円）スピンドル リング スピンドル リング
1925 年 3 月 52 ,100 40 ,600 1932 年 6 月 140 ,000 250 ,000 1931 507 ,323
1928 年 10 月 33 ,500 67 ,100 1932 年 11 月 137 ,000 149 ,000 32 548 ,782
1932 年 12 月 390 ,000 563 ,000 1935 年 4 月 82 ,000 170 ,000 33 959 ,750
1933 年 12 月 690 ,000 773 ,000 1937 年 11 月 280 ,000 150 ,000 34 1 ,464 ,925
1934 年 2 月 845 ,000 937 ,000 1938 年 2 月 2 ,495 15 ,800 35 1 ,969 ,722
1938 年 5 月 776 ,000 1 ,321 ,000
［出所］ 　桑田権平『日本スピンドル製造所略伝』日本スピンドル製造所，1939 年，19 － 20 頁，および小田村役場編『小田
村勢』1936 年，108 頁。
（注） （1）生産額は小田村の「紡錘及附属品」生産額。
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した結果，表 2 にあるように 12 月の受注残高
は飛躍的に伸長し，スピンドルは 39 万錘，リ


























22 前掲『日本スピンドル製造所略伝』129 － 130 頁。
23 兵庫県編『兵庫県工場一覧』1936 年版，68 頁。
24 麻島昭一『戦前期三井物産の機械取引』日本経済評
論社，2001 年，249 － 250 頁。

















日本スピンドルでは 1933 年 7 月に第 6 工場
が建設され，旺盛な受注を背景に社業の一層の









ていた（『日刊工業新聞』昭和 10 年 4 月 3 日）。









1934 828 1 ,307 4 ,274
35 769 946 5 ,777
36 1 ,236 1 ,612 4 ,978
37 1 ,656 2 ,504 10 ,267
385 535 2 ,654
38 419 764 3 ,529
38 162 427 1 ,092
1940 86 214 1 ,435
41 22 181 1 ,806
［出所］ 　日本スピンドル製造株式会社編『創立 50 周年』
1968 年、17 頁。
（注） （1）1937 年の下段は中国向け輸出。



















































払込資本金 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,375 1 ,375 1 ,375 1 ,750 2 ,125 2 ,500 2 ,500 2 ,500
法定積立金 10 20 30 45 80 95 115 125 140 150 160
別途積立金 20 50 80 100 170 210 260 280 310 325 335
特別積立金 10 20 30 40 60 70 80 90 100 110 115
退職手当準備積立金 16 23 29 35 41 45 52
買掛金 18 30 16 20 63 65 31 34 38 42 142 139
荷為替手形 7
支払手形 350 600 900 1 ,500
未払金 33 92 99 36 125 122 229 169 148 101 96 52
納税引当金 54
仮受金 6 8 65 59 493 435
前期繰越金 12 21 26 38 86 103 116 118 63 70 73
当期純益金 102 109 105 207 140 151 162 129 155 157 116 197
合計 1 ,153 1 ,283 1 ,331 1 ,435 1 ,934 2 ,132 2 ,363 2 ,741 3 ,464 4 ,054 4 ,947 5 ,612
土地 133 133 133 133 166 204 266 283 283 283 283
建物 192 77 89 93 83 107 93 116 104 122 266 298
機械 223 234 256 241 321 393 503 660 723 1 ,513 1 ,528
器具什器 216 2 3 3 2 3 3 7 7 8 18 42
特許権 347 312 242 192 132 40 20 20 20 20 20 20
諸出資金 5
得意先 115 210 252 230 427 213 345 403 446 306 430
材料 118 102 154 109 299 540 689 592 589 644 855
準備品 13 13 16 17 52 83 211 243 334 367 468
半製品 121 64 93 117 92 134 119 191 182 333 542 631
売掛金 858
受取手形 4
仮払金 20 20 10 3 16 91 200 162 676 1 ,127 455 337
有価証券 13 13 13
銀行預金 109 159 237 670 689 323 141 209 154 345 171
退職手当準備積立預金 16 23 29 35 41 45 52
現金 141 1 - 2 13 1 19 4 6 4 8 38
未経過経費 6
作業屑 2
合計 1 ,152 1 ,282 1 ,330 1 ,436 1 ,935 2 ,132 2 ,365 2 ,742 3 ,463 4 ,057 4 ,949 5 ,611
［出所］ 　日本スピンドル製造所『営業報告書』各期。ただし 1934 年 11 月期は安藤仁隆編『銀行会社要録』第 39 版，東京
興信所，1935 年。
（注） （1）1937 年５月期は資料未見。
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村諦成（大日本紡績・取締役），今村奇男（大
日本紡績・常務取締役）が就任し，39 年 9 月
に権平が社長を辞めるまでこの重役構成に変化
はなかった 31。なお株式会社改組時の工員数は
534 名であり 32，33 年の 420 名から大きく増加




























1934 年 11 月に第 7 工場，35 年に第 8 工場（研





額が 266 万円であり，次が神戸市の 37 万円で













分品及附属品」生産額は 30 年 93 万円，31 年 74 万円，









工業新聞』昭和 10 年 4 月 13 日）。



























製造販売益金 　 288 ,679 422 ,568 404 ,792 480 ,870 355 ,579 425 ,108 233 ,237 369 ,055 319 ,523 249 ,810 249 ,610
雑収入及利息 　 8 ,435 10 ,068 11 ,539 22 ,740 53 ,744 46 ,075 58 ,136 57 ,489 42 ,872 46 ,396 59 ,335
計 　 297 ,114 432 ,636 416 ,331 503 ,610 409 ,323 471 ,183 291 ,373 426 ,544 362 ,395 296 ,206 308 ,945
営業諸費 　 128 ,563 229 ,177 128 ,693 267 ,967 201 ,249 218 ,563 117 ,013 221 ,474 165 ,466 150 ,284 83 ,323
営業外損費 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 28 ,901
諸償却金 　 60 ,000 98 ,000 80 ,500 95 ,500 57 ,000 90 ,500 45 ,500 50 ,500 40 ,000 30 ,000 　
計 　 188 ,563 327 ,177 209 ,193 363 ,467 258 ,249 309 ,063 162 ,513 271 ,974 205 ,466 180 ,284 112 ,224
当期純利益金 102 ,338 108 ,550 105 ,459 207 ,137 140 ,144 151 ,074 162 ,119 128 ,860 154 ,569 156 ,929 115 ,922 196 ,722
［出所］ 　表 4 に同じ。
September 2011 － 9 －桑田権平と日本スピンドル製造所
グスピンドル 40 万錘（単価 2 円 50 銭）を受注
するなど注文が殺到し，37 年にかけて昼夜二
交代制を採用した。前掲表 1 にあるように好
調な業績を反映して 36 年の職工数は男子 753
名，女子 90 名，合計 843 名に増加していた 37。











られた（『日刊工業新聞』昭和 11 年 4 月 11 日）。
37 渡辺久雄編『尼崎市史』第 8 巻，1978 年，469 頁。
39 年 6 月現在の従業員数は男子 571 名，女子 48 名，合



















リカのエルー社から 4 トン電気炉 2 基を輸入
し，また製鋼第 2 工場も建設された。
民需生産から軍需生産へと日本スピンドルの
生産体制が大きく切り替わる 1939 年 9 月に桑













1936年11月 1937年11月 1938年5月 1938年11月 1939年5月 1939年11月 1940年
5月
1940年
11月旧株数 新株数 合計 旧株数 新株数 合計 旧株数 新株数 合計 旧株数 新株数 合計 旧株数 新株数 合計 旧株数 新株数 合計
桑田　権平 7 ,000 4 ,500 4 ,500 4 ,500 4 ,500 5 ,100 9 ,600 4 ,200 5 ,100 9 ,300 4 ,200 5 ,100 9 ,300 6 ,600 7 ,500 14 ,100 6 ,500 7 ,500 14 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000
小林　儀三郎 2 ,400 2 ,400 2 ,400 2 ,400 2 ,400 4 ,800 2 ,400 2 ,400 4 ,800 2 ,400 2 ,400 4 ,800
桑田　勝子 2 ,000 2 ,000 2 ,000 2 ,000 2 ,000 2 ,000 4 ,000 2 ,000 2 ,000 4 ,000 2 ,000 2 ,000 4 ,000 2 ,000 2 ,000 4 ,000 2 ,000 2 ,000 4 ,000
菊池　文吾 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 2 ,400 2 ,600 5 ,000 5 ,000 5 ,000
菊池　辰雄 2 ,150 2 ,850 5 ,000 5 ,000 5 ,000
寺田　甚吉 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 2 ,700 3 ,300 6 ,000 6 ,000 6 ,000
豊田　喜一郎 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,000 1 ,000 2 ,000 3 ,000 3 ,000 6 ,000 6 ,000 6 ,000
伊藤　忠兵衛 1 ,000 600 600 600 600 900 1 ,500 600 900 1 ,500 600 900 1 ,500 600 900 1 ,500 600 900 1 ,500 700 1 ,300 2 ,000 2 ,000 2 ,000
伊藤　竹之助 300 700 1 ,000 1 ,000 1 ,000
安川　雄之助 500 500 500 500 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 1 ,000 1 ,000
野崎　誠一 500 500 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200
松村　諦成 500 500 500 500 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 1 ,000 1 ,000
今村　奇男 500 500 500 500 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 500 500 1 ,000 1 ,000 1 ,000
横山　竹五郎 500 500 500 500 500 650 1 ,150 500 650 1 ,150 500 650 1 ,150 500 650 1 ,150 500 650 1 ,150 50 200 250 250 250
堀場　蓁 500 500 500 500 600 650 1 ,250 600 650 1 ,250 600 650 1 ,250 600 650 1 ,250 600 650 1 ,250 150 200 350 350 350
堀場　俊吉 500 500 500 500 600 750 1 ,350 600 750 1 ,350 600 750 1 ,350 600 750 1 ,350 600 750 1 ,350 150 300 450 450 450
長尾　良吉 300 300 300 300 300 700 1 ,000
長尾　誠三 300 700 1 ,000 300 700 1 ,000 300 700 1 ,000 300 700 1 ,000 300 700 1 ,000 1 ,000 1 ,000
井上　富三 100 100 100 100 100 200 100 100 200 100 100 200 100 100 200 100 100 200 1 ,600 1 ,400 3 ,000 3 ,000 3 ,000
小計 16 ,800 16 ,400 16 ,100 16 ,100 16 ,100 17 ,950 34 ,050 15 ,800 17 ,950 33 ,750 15 ,800 17 ,950 33 ,750 15 ,800 17 ,950 33 ,750 15 ,700 17 ,950 33 ,650 16 ,000 18 ,250 34 ,250 34 ,250 34 ,250
合計 20 ,000 20 ,000 20 ,000 20 ,000 20 ,000 30 ,000 50 ,000 20 ,000 30 ,000 50 ,000 20 ,000 30 ,000 50 ,000 20 ,000 30 ,000 50 ,000 20 ,000 30 ,000 50 ,000 20 ,000 30 ,000 50 ,000 50 ,000 50 ,000
［出所］ 　第１回は前掲『日本スピンドル製造所略伝』120 － 122 頁、第２回以降は『営業報告書』各期。
（注） （1）いずれかの期において 1000 株以上を保有した株主をすべて表掲。





万 8000 株は権平保有の 1000 株のみとなったた
め，その差 1 万 7000 株および横山竹五郎，堀
場蓁，堀場俊吉の減少分 2700 株が他の大株主
に移動したが，増加したなかでは菊池文吾・辰
雄の 8000 株，寺田甚吉の 4000 株，豊田喜一郎




10 月 12 日に日本内燃機社長寺田甚吉と日本ス
ピンドル製造所社長豊田喜一郎との間で合併仮













38 年 10 月に資本金が 200 万円から 500 万円に










42 『大阪時事新報』1937 年 5 月 6 日付（神戸大学『新
聞記事文庫』）。





1921 年 2 月にリングの製品化が完成し，ス
ピンドルとともに主要製品となった 44。日本ス
ピンドルは 25 年にはフリューテッド・ローラ





















業調査会，1940 年，133 － 138 頁。戦時期の日本内燃
機の動向については，呂寅満「戦時統制下における日
本自動車産業の『民軍転換』－小型車製造部門と販売
部門の事例－」（『経営史学』第 40 巻第 2 号，2005 年 9
月）8 － 14 頁参照。
44 以下，前掲『創立 50 周年』12 － 18 頁，および 70





ネットワークが奏功した（同上書，70 － 71 頁）。











































30 年に争議を経験した。24 年 5・6 月の争議の
経緯は財団法人協調会大阪支所の報告によると
以下のようであった 50。神崎工場の第 2 工場の
ある監督（川崎造船所元社員，24 年 2 月に松
方の斡旋で日本スピンドルに入社）が「職工ヨ
リ色眼鏡ヲ以テ視察セラレル為何事ニ依ラズ職


























大正 13 年 5 月 24 日（『協調会史料』所収，法政大学大
原社会問題研究所所蔵）および大阪市社会部編『大阪





































争議は持久戦の様相を呈したが，5 月 24 日
になって会社側が全職工に対して解雇通知を発
したため，労使の関係はさらに悪化した。しか
し 6 月 4 日に以下の覚書を交換して「円満妥
協」が成立した。①賃金値上（準請負工 5 分
増，半請負工 6 分乃至 9 分増，常傭工 1 割増），
②解雇手当（6ヵ月未満は 15 日分，1 年未満な
らびに 1 年は 30 日分，1 年以上 2 年未満は 1









日本スピンドル製造所は 1930 年 11 月 8 日か





























日が 10 月 8 日となっているが，他の資料などから判断
して 11 月 8 日と思われる。
53 前掲『日本スピンドル製造所略伝』115 － 116 頁。
前掲『尼崎の労働運動史年表』によると，県調停課と
尼崎署の調停により，解雇 56 人，解雇手当 1 万 1800

























を図った。25 年 8 月にはガスメーターの製造
販売が正式に認可され，園池はわが国 3 番目の
免許会社となった。ガスメーターは次第に量産










54 前掲『桑田権平自伝』105 － 107 頁，およびダイヤ
























































が大きく切り替わる 1939 年 9 月に桑田は社長
を辞任し，後任社長には豊田喜一郎が就任し，




September 2011 － 15 －桑田権平と日本スピンドル製造所
Gonpei Kuwata (1870-1949) left for the U. S. A. in 1884, graduated from the Worcester Polytechnic 
Institute in 1893, then came back to Japan, starting to work as an engineer at the Osaka Army Arsenal. 
  Kuwata retired the Arsenal in 1903, planning to start manufacturing of the machine tools which 
was not realized due to the opposition of the relatives, entered the Kawasaki Shipyard by the request 
of the Kohjiro Matsukata, president of the company. Kuwata eagerly promoted the reformation of 
factory management which was the major of his study at the university, then realized the abolition of 
internal contract system and reformation of wage system.
 Kuwata started his business as a manufacturer of spindles in 1918, then changed his company’s 
name to Nihon Spindle Manufacturing in 1920. The main products were spindles and rings, the 
sales outlet of which enlarged from domestic market to the cotton spinning factories located in 
China operated by the Japanese and Chinese companies between the wars. After the Showa Great 
Depression, the development of the Nihon Spindle was astounding by the support of the rapid 
expansion of the Japanese cotton spinning companies and textile machinery companies who also 
needed the spindles and rings as well.
 After the outbreak of the war with China in 1937, however, the weight of munitions-related 
products rapidly increased in the total production of the company paralleled with the plunge of the 
production of parts of the spinning machinery.  In this trend Gonpei Kuwata stepped down from 
the post of the president of the company in 1939, and sold out large part of possessed stock of the 
company. 
Gonpei Kuwata and the Nihon Spindle Manufacturing Co. Ltd.
Minoru Sawai
